
井尻公民館だより              （2024 年 1１月 1 日発行） 

<令和６年１１月号〉                       （第２４８号） 

＜連絡先・問い合わせ先＞              館長 古屋 宗克  

                                                            主事 水上 由人   

草山の重なり合える小春哉  夏目漱石 

二十四節気で季節を区切る俳句では、 

１１月７日の立冬を境に冬が始まるので 

１１月は「初冬」に分類されるとのこと  

です。またこの時期は、しばしば春に似  

た温暖な晴天があることから「小春」と  

よばれ 11 月の季語だそうです。さらに   

「小雪」「初霜」も同様の季語ですが  

近年の温暖化を詠んでみたらどんな句  

ができるのでしょうか? 

 

絵手紙愛好会 古屋典子

11 月の歳時記…文化の日・立冬・酉の市・七五三・小雪・勤労感謝の日 



井尻小学校 第７１回 秋季大運動会開催 

１０月１２日（土）当日は紺碧の空のもと「チームで団結  

みんな笑顔で勝ち取れ優勝!」をテーマに全校児童７１名が  

元気いっぱいに演技をしました。鈴木学校長先生のお話に続 

き児童会長中村奏太さんが全校児童代表として力強く運動会 

への思いを発表しました。誓いの言葉も頼もしく感じました。



１１月の公民館の予定です

空いているところは入れます。希望者は事前に借用団体または個人名、日時と会場名を 

申し出て下さい。館長または主事まで連絡を入れて下さい。 

童謡をうたいませんか                   

公民館では、童謡を歌う会の皆さんを広く募集します。    

懐かしくほっこりする童謡は心も温かくなります。自信がなくても大丈夫 

皆さんも同じですから、初心者、年齢や男性・女性は問いません。 

                                問い合わせ先   公民館担当 古屋か水上まで 
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